
 

 

 

 
 

 

 

 

人生は敗者復活戦 

 

校 長  吉川  彦 

 

３８日間の長い夏休みが終わり、生徒たちの明るく元気な声が学校に戻ってきました。今年の夏

は記録的な猛暑が続き、児童生徒の熱中症や水難による死亡事故など、悲しく痛ましい報道に何度

も胸を締めつけられました。また、各地での台風の影響による集中豪雨、海外ではハワイ・マウイ

島の山火事による甚大な被害の映像を目の当たりにし、改めて自然の脅威を感じ、命を守る行動の

大切さについて考えさせられました。長期休業中、大きな事故もなく、無事２学期がスタートでき

たことは大きな幸せであり、保護者や地域の皆様の見守りのお陰と心より感謝申し上げます。 

今年は、１９２３年（大正１２年）９月１日に発生した関東大震災から、１００年の節目に当た

ります。その発生日である９月１日が「防災の日」と定められているように、近代日本における災

害対策の出発点となりました。自然災害は、いつ、どこで起こるかわかりませんが、備えはできま

す。学校では「自分の命は自分で守る」の観点から、安全を確保するために必要な知識や行動につ

いて指導しておりますが、御家庭におかれましても避難場所の確認や災害時の対応について話し合

いを行うなど、日頃からできる限りの準備をお願いいたします。 

 

さて、今年の夏は、女子サッカーＷ杯を皮切りに、現在も開催されている男子バスケットボール

Ｗ杯、そして来週フランスで開幕するラグビーＷ杯など、各種スポーツの世界大会に多くの人が興

奮し、胸を熱くした（する）ことと思います。実際、私自身も世界陸上ハンガリー大会を深夜から

早朝まで視聴し、日本人選手の活躍に歓喜しながら寝不足の日が続きました。 

日本国内では、慶應義塾高校の１０７年ぶりの優勝で幕を閉じた夏の甲子園が、連日盛り上がり

ました。特に昨夏の覇者、仙台育英高校との決勝戦は大きな話題となりました。慶応の選手たちの

自由な髪型ばかりが注目された感がありますが、一番印象的だったのは、選手たちが常に笑顔を絶

やさず、野球を心から楽しみ全力でプレーする姿であり、何となく大谷翔平選手の姿とも重なりま

した。大舞台でも動じない精神力の背景には、積み重ねた努力による揺るぎない自信があったこと

はもちろんですが、選手たちの自主性を重んじ、「エンジョイ・ベースボール」を体現した指導者

の存在が大きいと考えます。また、昨夏の優勝インタビューで「青春って、すごく密なので」の名

言を残した仙台育英の須江監督は、敗戦後に「人生は敗者復活戦。負けたときに人間の価値が出る

から、グッドルーザー（負けても潔い敗者）であれと言ってきた。」と語りました。そして、その

言葉通りに、須江監督はもちろん、選手たちも慶応の森林監督や選手の優勝インタビューの間、晴

れやかな表情で拍手を送っていました。常に相手をリスペクトし、信念を貫き通す姿勢は、誰もが

目指すべき姿であると考えます。 

今年度、東中学校では生徒の自主性を重視した活動を充実させ、当事者意識の向上や自治的能力

の育成に取り組んでいます。１学期の生徒総会では、教師の力を借りずに生徒自らが考え討議を重

ねながら校則を見直し、現在も生徒会本部が中心となって見届けを行っています。 

２学期も日々の授業や行事を通して生徒の自主性を育むとともに、安心して学べる環境づくりに

教職員一丸となって取り組みます。そして、「人生は敗者復活戦」の言葉を胸に、何事にも失敗を

恐れず挑戦し、経験を積み重ねながら「生き抜く力」を蓄えていく生徒たちを全力で支援してまい

ります。 
 

  杉戸東中だより『ふなと』 
学校教育目標「自学・友愛・鍛錬」 

                                   令和５年９月１日 



【夏季休業中のがんばり】 

 夏季休業中、学習や部活動等、自分で立てた目標に向  

け、計画的に取り組んだり、努力を続けたりすることは  

できましたか。学校内外では、目標達成に向け部活動に  

熱心に取り組む人たちの姿が多く見られました。２学期  

の新人体育大会や作品・演奏発表で、ぜひ、みなさんの  

努力の成果を発揮してください。  

 

  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

【クラスのよい取り組みを伝えられる２学期にしよう】  

 ８月２８日(月)、２学期始業式が行われました。各学年の代 

表生徒から、今学期の生活を充実させるための「目標」につい 

て話がありました。代表の３人の話にもあったように、学習や 

進路選択、学校行事、部活動を通して、自分を成長させたり、 

クラスの仲間と目標を成し遂げたりできる２学期にしてくだ 

さい。 

また、吉川校長先生からの式辞では、 

          幸せにつながる行動の習慣化が生む効果 

          についてのお話がありました。集団で過 

          ごす場では、一人一人の優しい言葉かけ 

や「ありがとう」「ごめん」をきちんと伝 

え合うことを大事にしていけば、ミラー 

効果により、みんなにとって居心地のよ 

い教室をつくることができます。きっと、 

来月の和泉祭では、合唱を通してクラス 

の雰囲気が聴き手に伝わることでしょう。 

保護者の皆様、来月の和泉祭にぜひお越 

しいただき、２学期に各クラスでミラー 

効果を生み出すことができたのかをお楽 

しみください。 

 

【あいさつ運動で見つけたミラー効果】 

８月２８日(月)から９月１日(金)に、あいさつ運動を行いま 

した。ＰＴＡ役員の方に加え、杉戸町議会や杉戸町役場住民協 

働課、杉戸町教育委員会から多くの方々が生徒たちの登校の様 

子を見守ってくださいました。あいさつ運動に参加してくださ 

った皆様、平日にもかかわらず、ご協力いただきまして、あり 

がとうございました。あいさつ運動期間中、校門付近に立つ人 

たちの顔を見ながら、一人一人丁寧に「おはようございます」 

とあいさつをする生徒がいました。何気ない行動ですが、その 

生徒が人と接する際、どんなことを大事に考えているのかが伝 

わる場面でした。そのように丁寧なあいさつをされると、大人 

でもうれしい気持ちになれ、とても気持ちよい朝を迎えること 

ができました。まさにこれが、ミラー効果でしょうか。 

 

 
<９月の行事予定> 
１(金)２年生 社会体験チャレンジ学習 
    幸手・杉戸地区英語弁論大会 
４(月)第２回東部地区学力検査(３年生) 
   実力テスト(１、２年生) 
６(水)中央委員会 

１１(月)避難訓練 
１３(水)生徒朝会 

    リーディングスキルテスト(２年生) 
１４(木)新人体育大会 陸上競技 
    スクールカウンセラー来校 
１８(月)敬老の日 
２０(水)全校朝会、ふれあいデー 
２３(土)秋分の日 
２７(水)新人体育大会 
２８(木)新人体育大会 
    スクールカウンセラー来校 
２９(金)新人体育大会 
       

 
<１０月の行事予定> 
３(火)生徒会本部役員選挙立会演説会、

投票 

４(水)全校朝会、専門委員会 
５(木)埼葛駅伝大会 
９(月)スポーツの日 

１０(火)中間テスト、進路学習会(３年生) 
１１(水)生徒朝会、中央委員会 
１２(木)スクールカウンセラー来校 
１３(金)東中・広島中１学年合同合唱会 
１６(月)赤い羽根募金(～10/20) 
１８(水)生徒朝会 
２５(水)生徒朝会、専門委員会、 
    ふれあいデー 
２６(木)スクールカウンセラー来校 
２７(金)和泉祭準備、プレ合唱コンクール 
２８(土)和泉祭 
※和泉祭の振替休業は１１月２日(木) 
 

・部活動終了時刻 １７：３０ 

・完全下校時刻  １７：４５ 


